　ベルリン２日間　　　　　　　　　　　　　　　　石川　康子
3月24日（日）到着

　テレビをつけると
ホテルNHベルリンに落ち着いたのが夜の10時過ぎ、テレビをつけると、80代と思われる男女5人の座談会が飛び込んできた。テロップで「戦時中わたしたちの父母は？」というタイトルであることがわかった。もう番組の終わりに近く、詳しくはわからなかったが、彼らが戦争体験を語っていたようだった。日本なら8月15日前後に放送されるような内容、なぜ今頃？と思ったが、翌日の梶村さんのお話によると、前週にZDF（日本のNHKにあたる公共放送）で、対ソ戦に参加した5人の若者の実話に基づく３回シリーズのドラマが放送され、大きな反響を呼んで、関連番組が続々と放送されているという。

3月25日（月）

シンティ・ロマの慰霊碑
ホテルはフリードリッヒシュトラーセ駅の前で、東西分断の境い目、今はベルリンのど真ん中で、ベルリンのシンボル、ブランデンブルク門や連邦議会のすぐそばだ。翌朝８時半専用バスで市内観光に出発したが、まず国会裏に昨年10月にできたばかりのシンティ・ロマ（いわゆるジプシー）追悼碑に立ち寄る。ナチスはユダヤ人だけでなく、50万のシンティ・ロマを殺害した。碑といっても、丸い浅い池の真ん中に小さな三角のプレートがおかれ、１輪の花が供えられているだけ。池の水は犠牲者の涙を表すとのこと。敷地のまわりを迫害の歴史を記したパネルが取り囲む。
ブランデンブルク門をはさんで東へ西へ

東西ドイツ統一のニュース画面によく登場したブランデンブルク門を過ぎ、その名の通り菩提樹の立ち並ぶウンターデンリンデン（菩提樹の下）通りを通って、ドイツ大聖堂、フランス大聖堂、コンサートハウスの重厚な建築物の立ち並ぶジャンダルメン広場をみながらポツダム広場へ。戦前はベルリンで最も賑やかだった広場が、「壁」際の無人地帯となり、「壁」崩壊後1990年に訪れた時は、泥んこの空き地に、かつての地権者たちが所有権を主張してそれぞれキャンピングカーで土地を占拠しているという、寒々とした風景が広がっていた。今はソニーセンターを初め超近代的な高層ビルが立ち並び、あまり変わらない西ベルリンよりモダンな繁華街になっている。

またブランデンブルク門に戻り、今度は西へ走る。映画「ベルリン天使の詩」の舞台になった金ピカの「勝利の女神」像をまわって西の繁華街クーダムへ。戦災を記念するために、廃墟のまま保存されているカイザー・ウイルヘルム教会は補修中で、白い遮壁で覆われ、破壊の様はみることができなかった。また東へ戻り、チェックポイント・チャーリーに接して作られた「壁博物館」を見学する。
壁博物館
　西への人口流出を防ぐため1961年8月西ベルリンをぐるりと囲う「ベルリンの壁」が建設された。チェックポイント・チャーリーは、外国人と西側軍人や外交官が東へ入るための検問所だった。壁博物館はこの検問所に隣接する２LDKのアパートに作られ、1962年10月開館、東側の警備システムや西側の援助を紹介するのが目的だった。今は東の人々がいかに苦心、工夫をこらして西へ脱出したかの展示が人目をひている。車のトランクはもちろん、旅行カバンを２つつなげて人を入れたり、トンネルや気球による脱出など、ありとあらゆる手段が実物で展示されている。脱出に失敗して殺害された者455名。拡張に拡張を重ねたという館内は、通路が狭く曲がりくねって決して快適とはいえない。テーマも「人権」一般に拡げ、ガンジーの非暴力の抵抗からアラブの春まで、ちょっと欲張り過ぎの感がある。
ケーテ・コルヴィッツ美術館
　午後はベルリン在住40年のジャーナリスト梶村太一郎さんのお話をきく（別掲）。その後ほとんどの人がマウリッツォ・ポリーニの演奏会に行く予定だったのが、彼の病気休演でキャンセルになったので時間が空いた。時津夫妻の希望でケーテ・コルヴィッツ美術館に行くことになり、閉館間際の5時に駆け込んだ。明日は休館日で明後日朝はもう帰国だからこうするしかない。賑やかなクーダムの裏の一画にひっそりと建つこじんまりした美術館だった。第一次大戦で息子を失ったケーテ・コルヴィッツの、反戦と命を守る母の想いが、モノクロの版画と圧倒的な質量感の彫刻で迫る。一同大満足で6時の閉館時間ぎりぎりに美術館を後にした。
3月26日（火）

強制収容所への出発駅と「壁」ギャラリー
　8時半出発、ベルリン南西部、緑豊かな高級住宅地グリューネヴァルト（緑の森）へ。今も使われているここの最寄駅から、５万人以上が強制収容所へ送り出された。駅の前には記念碑、構内には錆ついた線路が残され、プラットホームのふちには日付と送り出された人の数、行く先が刻まれた鉄板がはめこまれていた。1941年10月18日、251人がウーチ（現ポーランド）に送り出されたのが最初で、45年3月27日に18人がテレジン（現チェコ）に運ばれたのが最後だった。
　東へ戻り、シュプレー川沿いの「壁」ギャラリーをみる。全長164kmのうち1.3kmが保存され、「壁」崩壊後各国のアーティストがこれに絵を描いた。ソ連の強権体制を象徴するブレジネフと東独の最後の指導者ホーネッカーがキスしている、実際の写真を基にした大きな絵や、誰が描いたのか富士山の絵もある。最近この「壁」を撤去しようとする動きがあり、反対デモが行われているとのこと。すでに「壁」が撤去されたところでは、その跡に目印の石が埋め込まれ、それをまたいで右足が西ベルリン、左足が東ベルリンに居ることもできた。
テロのトポグラフィー
　昨日訪ねた「壁」博物館の前を通って次にバスが停まったのは、巨大な白い真新しい建物の前。2010年5月に開館したばかりの資料館「テロのトポグラフィー」だった。ここはゲシュタポとSS（親衛隊）本部のあった所で、破壊されたまま打ち捨てられていたのが、1985年の発掘で地下牢が発見され、87年ベルリン市建設750年記念行事の一環として、ナチスのテロ行為に関する野外展示がここで行われた。一時的な企画だったのだが大きな反響を呼んだため常設になり、本格的な資料館建設のための基金が設立されてできあがった。主として写真による迫害の記録で、その膨大な量のためとても短時間の見学ではこなせない。書庫にはナチに関する27000冊の蔵書もあるというから、研究者には貴重な資料館だ。
ユダヤ博物館とホロコースト記念碑
　昼食後ユダヤ博物館へ。この建物の設計はコンペにより前衛的な建築家ダニエル・リーベスキントが担当した。外壁は白く光るチタンと亜鉛の板で、それを斜めに切り裂く窓。内部は「亡命の道」「ホロコーストの道」「持続の道」で構成される。時間がないのでガイドの松山さんはまず「亡命の道」の行き止まりにある「亡命の庭」と、「ホロコーストの道」の突き当たりの「ホロコーストの塔」に案内した。「亡命の道」の通路は傾斜して安定感がないが、それはあてどない当時のユダヤ人の気持ちを追体験させるためだという。「庭」は凍りついて危険なため、残念ながら出られなかったが、やはり傾斜した床にコンクリートの高い柱が林立していて、その中にはいると、方向感を失い、よるべない不安感が実感できるというわけ。「ホロコーストの塔」は、高い壁に囲まれた何もない空間で、上の方からかすかな光が射している。ここでも強制収容所に入れられたユダヤ人の絶望と、微かな希望を体感させるのがねらいだ。それから急な階段を３階まで上って、「持続の道」に沿って降りてきたが、これはユダヤ人の歴史と文化の展示だった。
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　最後に行った「ホロコースト記念碑」も同じコンセプトで作られている。ブランデンブルグ門の南側の広大な敷地に立ち並ぶ墓石のようなコンクリートブロック。低いものから高いものは4.5ｍまで。地面は波打っている。陽の当たらない場所はカンカンに凍っていて、ついに転倒者が出た。この年齢集団でこれまで誰も転ばなかったのは特筆に値するが。この地下は記念館になっていて、犠牲者の生きた証しが詳細に展示されている。印象的だったのは「名前の部屋」。何もない暗い部屋の壁に犠牲者の名前が一人ひとり映し出され、簡単なライフヒストリーが読み上げられる。全部を読み上げるのに６年７ヶ月27日かかるという。
[image: image2.jpg]


３月２７日（水）帰国
国会周辺に憲法がある
[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


　見学は出発の朝まで続く。実は一昨年ベルリンに来たとき、国会のそばに基本法（憲法）を記したパネルが立っているのを発見し、これをぜひ「憲法ひろば」の人たちに見せたいと思った。でももう時間がない。まさかと思いつつ「朝早く起きていきますか？」と言ってみたら、なんと７人が朝６時のツァーに参加することになった。大きな透明のパネルの１枚ごとに「第１条　人間の尊厳は不可侵である」から第２条「人格の自由」第３条「法の下での万人の平等」と続き、第１章「基本権」に属する18条までが立ち並んでいた。一同感銘し、その前で写真を撮っての帰り道、大きなバツ印をつけたポスターがたくさんあるのを発見。
ナチス政権成立80周年
ポスターにはみな「破壊された多様性」と書いてあるが、講演会や展覧会のポスターらしい。帰国してから調べてみると、ナチスが政権をとって80年になる今年、１月30日（ヒットラーが首相に任命された日）から11月9日（水晶の夜＝1938年のこの日の夜、ユダヤ人商店の破壊を皮切りに公然たるユダヤ人迫害が始まる）までの間、ナチスによって破壊された文化の多様性をテーマに、ナチス時代を振り返る様々な催しが行われているのだった。最初に観たテレビ番組の意味がこれでわかった。ZDFのドラマも、この一連の企画の中のものなのだ。
永遠のトラウマ　－　戦争とドイツ人

　「徹底性」がよくも悪くも国民性であるドイツ人。ナチスの犯罪に対する反省は徹底している。１月27日はアウシュヴィッツがソ連軍によって解放された日だが、この日は毎年下院で犠牲者追悼の儀式がある。今年はユダヤ人協会会長のスピーチもあった。11月9日（水晶の夜）には各地でいろいろな記念行事が行われる。「つまずきの石」というものもある。犠牲となったユダヤ人の住んでいた家の前の歩道に、その人の名前、生年[image: image5.jpg]


月日、死亡の場所と年月日を刻んだ小さな四角の金属プレートを埋め込むのだ。1人のアーティストが始め、今では186都市に9000個以上が埋め込まれているという。市民の献金により、市が主催して埋設の儀式が行われる。ベルリンにもたくさんあるはずだが、今回はバスでまわったし、歩いたのは主に大通りだったため、みつけることはできなかった。さらに今回発見したのだが、ベルリン市内の主な駅の入り口に、アウシュヴィッツはじめ主だった強制収容所の名前を列記した看板が立っている。松山さんにきくと、これは80周年の行事とは関係なく、いつも立っているとのこと。ここまでするのかと正直驚いた。もちろん学校でもナチス時代の歴史はしっかり教えられている。

　1990年に北ドイツの小都市オスナブリュックに滞在していた時、1人の韓国人留学生から言われた－「ドイツがいかに反省しているか、あなたはここでよく見ただろう。だからヨーロッパは１つになれる。でもアジアは１つになれない。日本が反省しないから」。

　このような国民的合意から、ドイツは外国に軍隊を出すことには消極的である。ユーゴスラヴィアの内戦がおさまらず、NATOが動いた時も、コール首相は「あの地域にはナチスの記憶が生々しい」といって出兵しなかった。このタブーを破ったのが皮肉にも社民党と緑の党の連立政権で、1998年のコソヴォ紛争にはNATOの一員として出兵した。緑の党党首で、外相だったヨシュカ･フィッシャーは、当時最も人気のある政治家だったが、党大会で反戦派から塗料入りの風船玉を投げつけられた。梶村さんが「今日出たシュピーゲルです」と話題にされた3月25日号の特集タイトルは、「永遠のトラウマ　－　戦争とドイツ人」だった。
　シュピーゲルはリベラル左派と目される代表的な雑誌だが、この号の巻頭論文は意外なことに、この「出兵」を「正常化」とみており、現メルケル政権の軍事的優柔不断を批判して、「ユーロ防衛の果敢さ」が「外交と安全保障政策には欠けている」とし、その最後をフランスの政治家の次のような言葉でしめくくっている　－　「ドイツの安全保障政策はシュレーダーとフィッシャーの後あいまいになっている。もし赤緑連立が続いていたら、ドイツはリビアへの介入を辞さなかっただろうし、マリに対してももう少しなんとかしただろう。ドイツ人には、もっと自信をもて、戦争はもうずっと昔のことだといいたい」。
　ドイツの基本法は侵略戦争は禁じているが、日本の9条と違って軍事力そのものを否定はしていない。古代から血で血を洗う歴史を持つヨーロッパではこれが一般的だ。だからといって「日本は平和ぼけ」などと卑下する必要はさらさらなく、9条の思想を世界に発信していくことこそが日本固有の使命だと改めて思う。
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街で見かけた「多様性の破壊」をテーマにする活動


のポスター。　(ブランデンブルグ通り駅前で)
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